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さ
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お
正
月
休
み
が
明
け
た

一
月
七
日
か
ら
、
各
保
育
園
で
は

「
カ
ル
タ
と
り
」

で
お
正
月
の
あ
そ
び
を
楽
し
み
ま
す
。

「
コ
マ
ま
わ
し
」

「タ

コ
あ
げ
」
な
ど
、
み
ん
な
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七
二

六
九

七
三

教
育
行
」
州
中
、
久
保
出
角
太
郎
さ
ん

は
、
久
保
角
太
郎
さ
ん
め
韻
り
て
し
た

お
わ
ひ
し
て
訂
正
し
ま
す

11 

市民と市長の日

「市民と市長の日」を 2月l日幽午

前 9時から午後 4時ま で、市役所3府

市長室で行います。お気軽におてかけ

< 1.こさし、。

写真は「カルタとり」を楽しむ東部保育園の園児たち

..2ページ

主な内容

12月定例市議会終る・・

農地問題相談日

「農地問題相談J を2月l日倒午前

8時30分から午後ち時まで、市役所2

階農業委員会事務局で行L、ます。

お気軽におでかけください。

一3ページ地主主、普段から心掛けよう......

うまいもうけ話に こ.注意.グ・・・・ .........................一..........4ページ

.............5ページ

健康づく り、 梢に飲まれない い秘訣10か条前 ・・・・・・・・・・・・・・・・，6ページ

三種混合予防接倍・.
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【十一

一
月
定
例
市
議
会
終
る
】

+
二
月
定
例
市
議
会
は
、
十
二
月
五
日
か
ら
十
九
日
ま
で
の
+
四
日
間
の
会
期
で
聞
か
れ
ま
し
た
。

今
回
の
市
議
会
で
は
、
助
産
費
の
増
額
改
正
な
ど
に
よ
る

「
上
田
市
国
民
健
康
保
険
条
例
」
の
一
部
改
正
、
石

井
光
一
さ
ん

(大
手
二
)
の
ご
意
志
に
そ
っ
て
基
金
の
増
額
を
す
る

「
点
訳
奉
仕
活
動
等
石
井
基
金
条
例
」
の

一
部
改
正
。
財
政
の
健
全
を
図
り
な
が
ら
事
業
を
推
進
す
る
一
般
会
計
特
別
会
計
補
正
予
算
。
教
育
委
員
の
任

命
な
ど
の
人
事
案
件
。「
農
業
基
本
政
策
確
立
と
圏
内
農
畜
産
物
の
生
産
安
定
対
策
に
関
す
る
意
見
書
」
な
ど
三

十
七
議
案
が
審
議
さ
れ
、
全
議
案
が
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

算

え

予

つ
マ
補
正
予
算

一
般
会
計

八
億
五
千
七
百
六
十

一
万

一
千
円

特
別
会
計

一
億
二
千
六
百
四
十
三
万
六
千
円

マ
予
算
総
額

一
般
会
計

百
六
十

一
位
問
千
二
百
九
十
九
万

九
千
円

特
別
会
計

五
十

一
億
三
千
五
十
万

一
千
円

マ
予
算
の
主
な
使
い
み
ち

一
般
会
計

〈
総
務
費
〉

財
政
調
整
基
金
積
立
金
、
上
小
衛
生

施
設
組
合
お
よ
び
上
田
市
・
真
田
町
じ

J

九
ゐ

M
H峰
郡
川
町
県
出
門
川
餌
ふ
ロ

r
v
叫
叫

t
'
e也
市
人

ω刊
凶
桝

戸第 807号 (貯Z23A23)一一一広報

配
分
金
、
上
室
賀
財
産
区
議
会
議
員

一

般
選
挙
貨
な
ど
に
三
億
二
千
二
十
九
万

二
千
円
。

〈
民
生
費
〉

「
し
い
の
み
園
」
の
用
地
買
収
問、

西
丘
保
育
園
に
民
間
保
育
所
建
設
事
業

補
助
金
、
点
訳
奉
仕
活
動
等
石
井
基
金

と
し
て
石
井
光
一
さ
ん
か
ら
の
寄
付
金

積
み
立
て
、
私
立
保
育
所
措
置
費
と
し

て
甘
諸
国
ほ
か
六
園
に
単
価
改
正
に
よ

る
追
加
分
な
ど

一
億

一
千
八
百
五
十
六

万
七
千
円
。

〈農
林
水
産
業
費
〉

ぷ
回
利
用
再
編
推
進
特
別
交
付
金、

非
補
助
土
地
改
良
事
業
の
国
分
地
区
農

道
舗
装
工
事
資
、
市
単
か
ん
ぱ
い
、
市

単
農
道
整
備
な
ど
の
補
助
金
、
浦
里
北

部
ほ
場
整
備
事
業
補
助
金
な
ど
に

一
億

4

千

A一百
Aι
十
四
万

A一
千
円
r

《商
工
費
》

市
ヤ
小
'
糸
ι
#氷
川
明
勝
者
H
R

判
例
併
以
の
事
ん
少
尭

L'Z開
凶

7
9

た
め
の
貸
付
金
、
同
じ
く
信
用
保
証
料

な
ど
に

二
千
八
百
十
三
万
円
。

〈
土
木
費
〉

道
路
新
設
改
良
町
、
道
路
維
持
貨
、

河
川
改
修
費
、
河
川
維
持
白
、
自
然
運

動
公
園
用
地
購
入
貨
、
上
回
バ
イ
パ
ス

用
地
買
収
に
伴
う
各
種
補
償
料
な
ど
に

二
億

一
千
七
百
八
十
七
万
九
千
円
。

〈
教
育
費
〉

小
中
学
校
の
営
繕
工
事
費、

久
保
角

太
郎
さ
ん
か
ら
の
ご
寄
付
に
よ
り
小
中

学
校
の
図
書
を
充
実
さ
せ
る
た
め
の
図

書
購
入
費
、
信
濃
国
分
寺
資
料
館
展
示

委
託
料
、
教
科
書
改
定
に
伴
う
教
師
用

教
科
書
指
導
書
購
入
到
な
ど
に

一
億
二

百
五
十
七
万
八
千
円
。

条

例

マ
ト
ム

m国
+
巾
用
出
回
悶
枠
内
崎

E
e置
加
庫
品
限
命
宋
刷
閃

m
w
-
師

mw

う.ノ

改
正
ム

助
産
品
目
の
増
額
な
ど
に
よ
り
改
正
し

ま
し
た
。

マ
点
訳
奉
仕
活
動
等
石
井
基
金
条
例
の

一
部
改
正
A

石
井
光
一
さ
ん
(
大
手
二
)
か
ら
「
点

訳
奉
仕
活
動
等
石
井
基
金
」
の
増
額
に

あ
て
て
ほ
し
い
と
、
多
額
の
ご
寄
付
を

い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
石
井
さ
ん
の

こ
意
志
に
そ
っ
て
基
金
の
増
額
を
す
る

た
め
に
改
正
し
ま
し
た
。

意

見

書

需
給
均
衡
を
は
か
る
た
め
実
施
さ
れ

た
米
の
生
産
調
整
も
、
す
で
に
二
年
を

経
過
し
た
が
、
転
作
作
物
の
価
格
安
定

と
生
産
袋
家
の
所
得
補
償
の
な
い
ま
ま

大
幅
な
減
反
が
実
施
さ
れ
た
場
合
、
ま

す
ま
す
農
家
経
済
を
圧
迫
し
、
農
業
の

崩
壊
に
つ
な
が
る
た
め
①
農
業
生
産
の

拡
大
と
農
業
所
得
の
向
上
を
は
か
る
た

め
、
総
合
的
な
農
業
基
本
政
策
を
確
立

す
る
②
農
畜
濯
物
の
輸
入
規
制
を
強
化

す
る
③
生
産
農
民
が
安
定
し
た
農
畜
産

物
の
生
産
拡
大
が
で
き
る
強
力
な
価
格

安
定
対
策
を
品
ず
る
④
米
穀
政
策
を
確

立
す
る
と
と
も
に
、
転
作
条
件
の
整
備
、

転
作
作
物
の
価
格
安
定
な
ど
転
作
に
伴

う
施
策
を
充
実
強
化
す
る
⑤
農
業
用
石

油
煩
お
よ
び
農
業
用
生
曜
資
材
の
価
惰

抑
制
の
た
め
の
強
力
な
行
政
指
導
を
行

・
7
こ
h
:
E恰
胤
/
、
板
女
胡
王

l
ν
F・
「
島
町
昔
米
甘
啓
士
子

政
策
確
立
と
国
内
山
嵐
広
間
血
性
物
の
生
ぷ
安

定
対
策
に
関
す
る
立
比
古
川
」
を
保
択
し

ま
し
た
。

自
転
車
事
故
をな

く
そ
う

今
や
、
全
国
の
自
転
市
よ
円
欽
は
、

約
丘
千
万
台
、
国
民
-
J
:
-
人
に
.

台
の
別
合
で
汗
及
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
円
転
車
乗
車
中
の
悲
惨

な
事
放
が
後
を
断
ち
ま
せ
ん
。
昨
年

一
月
か
ら
卜

4

月
の
間
だ
け
で
も
、

全
国
で
死
者
九
百
卜
人
と
い
う
痛
ま

し
い
記
録
を
残
し
て
い
ま
す
。

事
岐
に
遭
わ
な
い
た
め
に
は
、

れ

転
車
の
安
全
性
に
留
怠
し
な
が
ら
、

交
通
ル
|
ル
を
き
ち
ん
と
守
り
、
安

全
運
転
を
心
掛
け
る
こ
と
が
大
切
で

す
が
、
そ
の
前
に
忘
れ
で
は
な
ら
な

い
の
が
、
日
ご
ろ
の
点
検
整
備
で
す
。

ブ
レ
ー
キ
の
甘
い
臼
転
車
や
前
照
灯

の
つ
か
な
い
円
低
事
な
ど
を
修
理
し

な
い
で
そ
の
ま
ま
使
う
の
は
、
た
い

へ
ん
危
険
で
す
。

下
年
に

-
度
ぐ
ら
い
は
、
向
転
事

安
全
整
備
庖
で
点
検
整
備
を
し
て
も

ら
う
と
同
時
に
、
安
全
確
保
の
た
め

の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
、

白
転
車
と
あ
な
た
内
身
の
付
安
全
H

を
守
る
大
切
な
カ
ギ
と
い
え
る
で
し

ト
か
・
勺
ノ
。
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教
育
委
員
に

石
川
美
和
子
さ
ん

卜
4

A

川
定
例
市
議
会
で
、
教
育
委

μ
に
、
石
川
美
利
子
さ
ん
が
再
任
さ

れ
ま
し
た
。
ご
苦
労
さ
ま
で
す
。

〈教
育
委
員
〉

石
川
美
和
チ
さ
ん

(四
十
五
歳
、

緑
が
丘
二
|

一
O
ー

一
六
)

〈略

歴

〉

長
野
県
立
蛾
ケ
崎
高
等
学
校
卒
、

長
肝
県
P
T
A
連
合
会
副
会
長
、
日

本
P
T
A
全
国
協
議
会
母
税
特
別
委

μ、
トぃ凶
市
教
育
委
員
。

えつー (3)一一一昭和55年 1月16日 広報

公
平
委
員
に

堀

謙

三

さ

ん

十
二
月
定
例
市
議
会
で
、
公
平
委

員
に
、
堀

謙

三
さ
ん
が
再
任
さ
れ

一
千
二
百
五
卜
問
万
二
千
円
c

F

商
工
費
ザ

中
小
企
業
融
資
制
度
の
充
実
を
図
る

ま
し
た
。
ご
苦
労
さ
ま
で
す
。

公
平
委
員
)

堀

川端
e

・さ
ん
(
・
h
.卜
六
歳
、

中

央
北
て
|
:
A
|

こ

〈略

歴

〉

長
野
県
経
営
者
協
会
常
任
理
事
、

上
回
商
工
会
議
所
常
議
員
卸
売
委
員

会
委
員
長
、
長
野
県
連
合
青
果
側
代

表
取
締
役
社
長
、
上
田
市
公
平
委
員
。

評固
山軍基
浦芸孟

委

寅男
さ h

ん

十
二
月
定
例
市
議
会
で
、
固
定
資

産
評
価
審
査
委
員
に
、
山
浦
賓
さ
ん

が
再
任
さ
れ
ま
し
た
。
ご
苦
労
さ
ま

で
す
。

〈固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
〉

山
浦

賀

さ

ん

(五
十
四
歳
、
上

田
原

一
七
五
|

こ

〈略

歴

〉

長
野
県
立
小
県
蚕
業
学
校
卒
、
上

田
原
自
治
会
長
、
固
定
資
産
評
価
審

査
委
員
、
農
業
。

油
頬
お
よ
び
農
業
用
生
産
資
材
の
価
格

抑
制
の
た
め
の
強
力
な
行
政
指
導
を
行

う
こ
と
を
強
く
要
望
し
た

「農
業
基
本

マ
上
田
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部

普段から心掛けよう/

ノ
地震災害予防計画の見直しのため熱心な討議が行われました

昨
年
の
八
月
七
日
、
大
規
模
地
震
対
策
特
別
措
置
法
に
基
づ
く
地
震
防
災
対

策
強
化
地
域
と
し
て
、
県
下
で
も
東
海
地
震
に
備
え
て
、
飯
田
市
な
と
+
八
市

町
村
が
指
定
さ
れ
、
震
災
対
策
を
盛
り
込
ん
だ
新
し
い
防
災
計
画
を
作
成
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

上
田
市
は
、
強
化
地
域
に
は
入
り
ま
せ
ん
で
し
た
が

「備
え
あ
れ
ば
憂
い
な

し
」
「
災
害
は
忘
れ
た
こ
ろ
に
や

っ
て
く
る
」
の
格
言
の
よ
う
に
、
地
震
災
害

に
は
、
普
段
か
ら
の
心
掛
け
が
大
切
で
す
。

市
で
は
、
昨
年
十
月
十
九
日
に
防
災
な
こ
と
を
市
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
進

会
議
を
開
催
し
、
地
震
災
害
予
防
計
画
め
て
い
ま
す
。

の
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。

一
、
地
震
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

こ
の
計
画
の
主
な
内
容
は
、
被
災
想

O
避
難
場
所
、
給
水
場
所
の
周
知

定
を
震
度
六
と
想
定
し
て
、
次
の
よ
う

O
自
治
会
、
職
場
な
ど
の
防
災
体
制

を
守
る
し
人
切
な
カ
ギ
と
い
え
る
で
し

レ
也
、
「
ノ

。
の
確
立

O
非
常
用
品
従
席
対
策

O
災
害
時
の
交
通
対
京

O
災
拝
、
防
災
知
減
の
汗
及
活
動

二
、
防
災
訓
練
の
実
施

災
害
発
生
の
と
き
、
ハ
ニ

ツ
ケ
状
態

に
お
ち
い
る
事
が
予
怨
さ
れ
る
の
で
、

事
前
に
訓
練
を
重
ね
て
、
知
識
や
技
術

な
ど
を
身
に
つ
け
で
お
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。

三
、
正
確
な
情
報
網
の
確
立

災
害
発
生
の
と
き
は
、
敏
速
に
し
か

も
的
確
に
行
動
す
る
こ
と
が
必
要
で
す

の
で
、
正
確
な
情
報
の
伝
達
体
制
を
確

立
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

四
、
知
識
の
普
及

学
校
教
育
、

社
会
教
育
の
場
を
通
じ

て
の
汗
及
の
ほ
か
、
広
報
な
ど
の
印
刷

物
を
活
問
し
、
地
誕
の
原
凶
な
ど
科
学

的
知
識
、
防
災
知
識
、
避
難
知
識
な
ど

を
持
及
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

当
市
付
近
に
は
、
過
去
の
雌
史
や
地

町
な
ど
か
ら
直
接
震
源
と
な
る
地
謀
は

な
い
も
の
と
予
想
さ
れ
ま
す
が
、
松
代

群
発
地
震
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
県
下

で
発
生
す
る
地
震
あ
る
い
は
、
大
胤
模

な
地
震
に
よ
っ
て
相
当
な
影
響
が
で
る

こ
と
も
考
え
、
普
段
か
ら
地
以
に
対
す

る
備
え
を
し
て
お
き
た
い
も
の
で
す
。



こ
の
た
び
久
保
角
太
郎
さ
ん
(
上
旧

聞
)
か
ら
、

川
辺
小
学
校
の
教
材
用
に

と
、喝

一十
イ
ン
チ
の
テ

レ
ビ
十
台
を
ご

存
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

一昨
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
た
び
米
山
シ
サ
チ
さ
ん
(
材
木

町
二
)
か
ら
、
山
本
鼎
記
念
館
展
示
用

に
と
、

山
本
鼎
向
筆
の
絵
ハ
ガ
キ
二一
十

枚
を
ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

以
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

‘写真は山本鼎自筆の

絵ハガキの一部

'テレビを見ながら勉強する

川辺小学校の児童

ご注意グ

〈生活交通課生活係8⑫4100内線277)

うまいもうけ話に

『

大
豆
、
毛
糸
な
ど
の
「
商
品
取
引
き
」

で
、
多
額
の
損
害
を
受
け
た
と
い
う
苦

情
相
談
が
最
近
増
え
て
い
ま
す
。

こ
の
相
談
の
内
容
は
、
「
商
品
取
引
き
」

に
つ
い
て
の
知
識
に
乏
し
い
人
が
外
務

員
の
言
葉
巧
み
な
説
明
を
う
の
み
に
し

て
、
簡
単
に
利
殖
が
得
ら
れ
る
も
の
と

信
じ
契
約
を
す
る
例
が
多
く
、
多
額
の

損
害
を
受
け
て
お
り
ま
す
。

不
安
が
あ
っ
た
ら

は
っ
き
り
断
わ
る
こ
と

こ
の
「
商
品
取
引
き
」
は
、
商
品
の
引

渡
し
と
代
金
の
支
払
い
が
将
来
の
決
め

ら
れ
た
時
期
に
、
そ
の
時
の
価
格
で
取

引
き
さ
れ
る
と
い
う
も
の
で
、
勧
誘
は

市
へ
の
物
品
納
入

「
見
積
参
加
願
」

の
提
出

会
計
課
(
窓
口
8
番
)

昭
和
五
十
五
年
度
、
市
へ
物
品
の
納

入
を
希
望
さ
れ
る
人
は
「
見
積
参
加
願
」

の
提
出
が
必
要
で
す
の
で
、
次
に
よ
り

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
期
限
:・
二
月

一
日
憎
か
ら
同
二
十

九
日
幽
ま
で
で
す
。
期
且
ま
で
に
提

出
さ
れ
ま
す
と
、
市
の
規
則
に
よ
り

資
惨
事
前
査
を
し
、
見
柏
参
加
業
者
名

簿
に
掲
載
し
ま
す
。

品
声
高
音
量
星
娘
。
0

4

爪
川
山
富
見
山
恨
み
事
制
刷
制
服
品
川

Y
冨
曹
E
W慨

ァ
、
破
傷
風
)
予
防
接
種
を
次
の
と
お

り
行
い
ま
す
の
で
、
対
象
者
は
段
寄
り

の
会
場
で
受
け
て
く
だ
さ
い
。

宮
⑫
4
1
0
0
内
線
3
9
3

要
調
書
③
事
業
経
雌
書
④
納
税
証
明

書
(
事
業
税
、
市
町
村
民
税
、
同
定

資
海
税
、
仰
い
巾
計
画
税
、
峰
山
助
率

税
、
国
民
健
康
保
険
税
)
の
各
-
通
。

用
紙
は
会

A
泌
に
あ
り
ま
す
。

下
表
に
つ

い
て
の
お
間
合
わ
せ
は

市
役
所
生
活
交
通
課
生
活
係
ヘ

合

3
4
1
0
0
内
線
2
7
7

〈会
場
〉

左
表
の
と
お
り
。

〈そ
の
他
〉き

に
か

電
話
で
行
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
よ
う

で
す
。
勧
誘
の
内
容
に
不
安
が
あ
っ

た
ら
、
こ
の
時
点
で
、
は

っ
き
り
断

わ
る
こ
と
が
大
切
で
、
あ
い
ま
い
な

返
事
を
す
る
と
つ
け
込
ま
れ
て
し
ま

い
ま
す
。

外
務
員
の
執
よ
う
な
勧
誘
や
巧
み

な
説
明
を
受
け
る
と
、
つ
い
簡
単
に

利
益
が
得
ら
れ
る
よ
う
な
気
持
ち
に

な
り
が
ち
で
す
が
、
必
ず
し
も
利
益

を
受
け
る
ば
か
り
と
は
限
ら
ず
、
逆

に
、
損
害
を
受
け
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。契

約
は
、
じ
ゅ
う
ぶ
ん
内
容
を
検

討
し
て
か
ら
慎
重
に
行
い
、
思
わ
ぬ

損
害
を
被
ら
な
い
よ
う
注
意
し
ま
し

ょ・つ。

I 

月16日以降)

品{直

1，180円

( 1，170円)

1，260円

( 1，260円)

13，200円
(13，200円)

2，100円

( 2，100円)

情をお知ら

りません。

同・プロパン情報協力庖販売価格(1

ι名 |単位|安値 l

1，080円
以千 頭|

I ( 1，080円)

1，170PJ 

( 1，160円)

I _~ ._ I 12，600Pl 
200e I配達|li r--← l I "... = I (12. 600円)

7n" c ..• 2.000円ロハノ 5m' 
』ι ~ ." I ( 2.000円)

:h j 内は 1月1511まて与のu反ヲゼ価格です。
t'はftV宇ut足f共協力自の{耐偽J司王笠の結束から{面

M ているもので市内全自の版必価絡ではあ

逮自己
182 

巾
問

乳
幼
見

健
康
診
査

三
歳
児
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お知らせ
「
世
界
農
林
業

セ
ン
サ
ス
」

えつ

ご
協
力
を

ロ
拘
u
F

主
相
宇広一

農

林

水

産
省
は
、

二
月

一
日
働
、
全

一
国
い

っ
せ
い
に
「
世
界
農
林
業
セ
ン
サ

ト
ス
」
を
実
施
し
ま
す
。

日
今
回
で
七
回
目
(
林
業
は
三
回
目
)

月
と
な
る
こ
の
調
査
は
、
昭
和
二
十
五
年

制
以
降
五
年

(林
業
は
昭
和
三
十
五
年
以

防
降
十
年
)
ご
と
に
実
施
さ
れ
、
戦
後
の

制
農
林
業
の
発
展
と
農
林
業
行
政
の
推
進

一
を
図
る
た
め
の
基
礎
資
料
と
し
て
、
重

一

要
な
役
割
り
を
は
た
し
て
き
ま
し
た
。

貯
ま
た
、
今
回
は
、
国
連
の
食
糧
農
業

一
機
関

(F
A
O
)
が
十
年
に
一
度
提
唱

.
す
る
「
世
界
農
業
セ

ン
サ
ス
」
計
画
に

企
画
課
統
計
係

官
⑫
4
1
0
0内
線
2
5
4

有
線
②

0
8
3
2

:国分寺恒例の八日堂縁日が、 7日の夜から

~ 8日にかけて行われました。 写真) ?日
:には‘それまでの暖冬が一転して、 この定

;一番の寒さとなりましたが、多数の人が押

:しかけ、人気の「蘇民将来符J rダルマJ

iなどが飛ぶように売れていました。

も
参
加
す
る
こ
と
に
な

っ
て
お
り
、
農

林
業
の
国
際
比
較
な
ど
必
要
な
統
計
を

得
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
そ
の
意
義

は
極
め
て
大
き
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

調
査
の
方
法
は
、
調
査
員
が
調
査
票

を
持
っ
て
伺
い
、
農
林
業
の
経
営
状
況

な
ど
の
調
査
項
目
に
つ
い
て
聞
き
取
り

調
査
を
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
く
だ
さ

な
お
、
調
査
内
容
は
、
調
査
目
的
以

外
に
は
使
用
さ
れ
ず
、
ま
た
秘
密
は
固

く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
実
情
を
つ
ぶ
さ

に
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

三
種
混
合予

防
接
種

保
健
予
防
課

宮
⑫
4
1
0
0内
線
2
8
9

有
線
②
0
7
2
1

一種
混
合
(
百
日
ぜ
き
、
ジ
フ
テ
リ

資
陪
審
査
を
し
、
見
積
参
加
業
者
名

簿
に
掲
載
し
ま
す
。

必
要
書
類
・
・
・
①
見
積
参
加
額
②
営
業
概

了
、
岐
傷
風
〉
予
防
接
種
を
次
の
と
お

り
行
い
ま
す
の
で
、
対
象
者
は
最
寄
り

の
会
場
で
受
け
て
く
だ
さ
い
。

対
象
者

.
期
:
・
①
五
十
二
年
七
月
一
日
か
ら

十
二
月
三
十

一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
。

②
、
①
以
前
に
生
ま
れ
た
人
で
未
接
種

の
人
。(
た
だ
し
、
凹
歳
未
満
の
人
)

二
期
・
:
①
五
十
年
十
月

一
日
か
ら
五

十

一
年
六
月
三
十
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

人
。
②
、
①
以
前
に
生
ま
れ
た
人
。(
た

だ
し
、
五
歳
六
か
月
未
満
の
人
)

〈接
種
内
容
〉

一
期
・
:
三
か
ら
八
週
間
の
間
隔
で
三

回
接
種
。

二
期
・
:
一
期
終
了
後
十
二
か
月
以
上

経
過
し
て
い
る
人
で
、

一
回
接
種
。

〈受
付
時
間
〉

各
会
場
と
も
午
後
一
時
三
十
分
か
ら

二
時
三
十
分
ま
で
。

昭和54年度後期三種混合予防接種実施日程表

接種目

l回目 12回目 13回目

目南部中央と

西部の一部

対象地区名

市健康センター

f勇
h、
ヱミ

市
役
所
生
活
交
通
課
生
活
係
へ

包
⑫
4
1
0
0
内
線
2
7
7

〈

A
冨
岨
場
〉

左
表
の
と
お
り
。

〈そ
の
他
〉

①
斤
川
せ
き
に
か
か
っ
た
人
は
、
今
川

か
ら
二
間
混
合
(
ジ
フ
テ
リ
ア
、
叶
似

似
風
)
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
て
く
だ

さ
い
。

二
極
混
合
の
実
施
日
は
、
瓦

十

μ年
同
月
で
す
。

②
二
種
混
合
で
一

期
を
完
了
し
て
い
る

人
は
、

二
期
も
二
種
混
合
を
受
け
て

く
だ
さ
い
。

③
五
十

一
年
以
前
に
三
種
混
合
を

一
期

と
し
て
二
回
以
上
受
け
た
人
は
、
切

比四百
方
法
の
た
め
二
期
は
あ
り
ま
せ
ん
。

④
予
備
日
は
四
月
十
五
日
・
十
八
日
で
、

場
所
は
市
健
康
セ
ン
タ
ー
で
す
。

四
月
十
五
日

ω
l
城
下
、
川
辺
泉
田
、

塩
田
、

川
西
地
区
。

四
月
十
八
日
制
H

旧
市
内
、
塩
尻
、
神

科
、
豊
殿
、
神
川
地
区
。

省
杭
柏
山
市
岡
山
片

健
康
診
査

三
歳
児

--円
け
の
乳
幼
児
、

S

A

E

歳
児
健
康
診
査

を
次
に
よ
り
行
い
ま
す
。
時
間
は
い
ず

れ

も

午

後

時
J
-

十
分
か
ら
二
時
7
4
卜

分
。
た
だ
し
、
問

・
九
か
月
児
は

4-時。

母
子
健
康
手
帳
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

三歳児健康

診査日程表

会上品 市健康七 ンター
rnJ1i.1封母子 l 
健康セ ンター

地区 新市叶日rn内 J.li.LU全区

~~ 
52年l月

象 52年l丹生
生児

52年211

2月 21 日

区

会I品 市健康七 ノ ヲー
市塩田母チ 市川西社会

健康七 ンター 福祉七 ンター

まf 4か月児 9か月児 l歳 6か月児 4.9か月児 4.9か月兜

象 54年10月 54 年年年年10 月
54年10月生 54年5月生 53年8月生 生

54!f-ll月生

児
54年5月

54!f-5月
54'1'.6月

地区 斬市内 旧市内 新市内 旧市内 新市内 旧市内 塩 回 全 区 川西 全民

2月 6 日 13 日 8 口 20 臼 7 日 27 日 19 日 14 日

全

乳幼児健康診査日程表

西JlI 
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健
康
づ
く
り

酒
に
飲
ま
れ
な
い

秘
訣2
十
か
条

う
れ
し
い
と
言
っ
て
は
飲
み
、
悲
し

い
と
言
つ
て
は
飲
む
。
酒
は
、
ま
さ
に

砂
人
生
の
黄
金
の
水
。
と
い
え
る
で
し

ト晶
、「
，，。

し
か
し
、
飲
み
方
し
だ
い
で
「
百
薬

の
長
」
に
も
「
悪
魔
の
水
」
に
も
変
わ

る
不
思
議
な
カ
を
も
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
今
回
は
お
酒
に
飲
ま
れ
な

い
た
め
の

H

秘
訣
十
か
条
u

を
お
届
け

E
し
ま
す
。

幸

①
大
事
な
ふ
だ
ん
の
食
生
活

広

一
日
三
食
は
き
ち
ん
と
守
り
、
特
に

一

タ
ン
パ
ク
質
は
忘
れ
ず
に
と
り
ま
し

一

ょ

、つ。

糾
②
な
ぜ
酔
う
か
を
自
覚
す
る

山
開
口
か
ら
入
っ
た
ア
ル
コ
ー
ル
は
、
口

一
婦
の
中
で
七
、
食
道
で
二
、
胃
袋
で
二

糊
約
十
、
小
腸
で
七
十
一
の
割
合
で
そ
れ

，，t
E

、、一

ぞ
れ
吸
収
さ
れ
、

血
液
に
乗

っ
て
脳

一
と
肝
臓
に
運
ば
れ
ま
す
。
ア
ル
コ
|

一
ル
は
脳
の
中
枢
神
経
を
マ
ヒ
さ
せ
る

~

の
で
、
知
性
は
こ
わ
れ
、
全
身
の

コ

ト
ン
ト
ロ
ー
ル
機
能
は
弱
く
な
っ
て
し

別

ま

い

ま

す

。

第

@

日
本
酒
は
戸
日
三
合
以
下
dv
適
量

aF

川口

E司
a
m
b
d
〆
ム
ロ
前
a
r
h
b
'
:
‘
Z
J
e問
団
阿
川

uw

えつ

か
ら
だ
の
中
に
ア
ル
コ
ー
ル
が
残
っ
て

て
い
ま
す
。
前
夜
飲
ん
で
も
、
翌
日

気
分
開
快
に
仕
事
を
す
る
た
め
に
は
、

日
本
酒
な
ら
二
合
、
ビ
ー
ル
な
ら
二

本
、
ウ
イ
ス
キ
ー
な
ら
ダ
ブ
ル
水
割

で
二
杯
ま
で
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

④
さ
か
ず
き
で
チ
ピ
リ
チ
ビ
リ
と

日
本
酒
の
コ
ッ
プ
飲
み
、
ビ
ー
ル
の

大
ジ
ョ
ッ
キ
・
で
の
ぐ
い
ぐ
い
飲
み
は
、

最
も
悪
い
飲
み
方
で
す
。
き
か
ず
き

で
チ
ビ
リ
チ
ビ
リ
と
飲
み
ま
し
ょ
う
。

⑤
酒
の
サ
カ
ナ
に
は
タ
ン
パ
ク
質
を

適
量
に
食
べ
な
が
ら
飲
む
こ
と
が
大

切
で
す
。
焼
き
肉
や
湯
豆
腐
を
サ
カ

ナ
に
し
て
の
イ
ツ
パ
イ
は
、
大
変
よ
い

こ
と
で
す
。
た
く
あ
ん
、
塩
辛
、
干

物
な
ど
は
ご
く
少
量
に
し
ま
し
ょ
う
。

⑥
二
日
酔
い
に
は
砂
糖
水

二
日
酔
い
の

H

特
効
薬
。
に
は
、

柿

の
実
が
よ
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

砂
糖
水
、
ジ
ュ
ー
ス
、
果
汁
を
コ
ッ

プ
に
二
・
三
杯
飲
む
と
い
う
方
法
も

あ
り
ま
す
。

⑦
迎
え
酒
は
禁
物

二
日
酔
い
に

「
迎
、
ぇ
酒
が
よ
い
」
は

俗
説
で
、
こ
れ
は
逆
効
果
、
体
に
は

最
も
悪
い
方
法
で
す
。

⑧
チ
ャ
ン
ポ
ン
は
飲
み
す
ぎ
の
原
因

酒
の
種
類
が
か
わ
る
と
、
つ
い
飲
み

す
ぎ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

飲
み
す
ぎ
防
止
の
た
め
に
も
、
チ
ャ

ン
ポ
ン
は
避
け
ま
し
ょ
う
。

@
恐
い
抵
振
女
性
の
大
酒

4
1
ι
M
H

コ
l
l
札
W

付
μ問
、

M
E
阪
咽
み
W
1
仇
W
#
u
F
脈

E

m川

胎
盤
を
通
っ
て
赤
ち
ゃ
ん
に
ま
わ
り
、

発
育
の
邪
魔
を
し
ま
す
。

⑩
週
休
二
日
の
。
休
肝
目
。
を

肝
臓
病
や
ア
ル
コ
ー
ル
中
毒
に
な
ら

な
い
た
め
、
週
に
二
日
は
か
酒
な
し

臼
H

を
も
う
け
ま
し
ょ
う
。

以
上
が
お
酒
に
関
す
る
十
か
条
で
す
。

酒
を
「
百
薬
の
長
」
と
す
る
か
ら
に
は
、

自
分
の
飲
む
量
を
決
め
る
こ
と
で
す
。

自
分
は
酒
飲
み
だ
と
自
認
す
る
な
ら
、

ど
れ
だ
け
飲
め
ば
ど
う
な
る
か
を
、
知

う
て
お
く
必
要
が
あ
る
と
い
え
る
で
し

ト晶
、「ノ
。

明
る
い
く
ら
し
の
設
計
に

簡
易
保
険
に

加
入
し
よ
う

郵
便
局
で
は
、
大
蔵
省
、
文
部
省
、

自
治
省
な
ど
の
後
援
を
受
け
て
「
明
る

い
く
ら
し
の
設
計
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、

簡
易
保
険
新
加
入
運
動
を
三
月
末
ま
で

実
施
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
加
入
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

こ
の
簡
易
保
険
に
払
込
ま
れ
る
保
険

料
は
、
保
険
金
や
配
当
金
と
し
て
支
払

わ
れ
る
ま
で
の
問
、
積
み
立
て
ら
れ
、
皆

さ
ま
が
日
常
利
用
き
れ
て
い
る
学
校
、

公
営
住
宅
、
道
路
な
ど
公
共
施
設
の
建

設
資
金
と
し
て
役
立
っ
て
い
ま
す
。

上
田
市
に
も
、
現
在
十
八
億
四
千
万

円
余
に
の
ぼ
る
資
金
が
融
資
さ
れ
、
神

州

H

'

由
6

柑
極

mmAme
時
十
快
眠
、
山

E
阿
川
岡
山
油
相
、
仏
帆

和
ー
上
堀
線
(
道
路
)
な
ど
の
建
設
資

金
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

今
月
の
納
税

家
計
簿
に
ま
ず

納
税
を
先
に
決
め

収
税
課

宮
⑫
4
1
0
0
内
線
2
4
1

有
線
②

o
s
g
1

今
月
の
納
税
は
、
市
県
民
税
第
四
期

と
国
民
健
康
保
険
税
第
八
期
で
す
。

税
金
は
、
納
期
内
に
必
ず
納
入
き
れ

る
よ
う
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

な
お
、
今
月
の
納
期
限
は
一
月
三
十

一
日
闘
で
す
。参

加
者
を
募
集

福
祉
課
(
窓
口
口
番
)

宮
⑫
4
1
0
0
内
線
3
7
3

有
線
②
0
7
9
1

大
会
の
名
称
・
・
・
第
三
団
長
野
県
身
体
障

害
者
ス
キ
ー
大
会
。

参
加
資
格
:
・
県
内
に
居
住
し
、
大
会
当
日

の
年
齢
が
十
六
歳
以
上
の
身
体
障
害

者
手
帳
所
持
者
。

と
き
・
:
二
月
十
七
日
町
、
午
前
十

一

時
か
ら
午
後
三
時
。

シ、

.
-
A，
，.，
E
医
院
判
+
巾
拡
限
価
綱
吉
岡
市
川
叩
守
人
ル
守

1
1
相
場
。

鎗
臨
品
世
薗
U

R

U

-
-
T八
回

凹

ι怯
曲
納
品
性

日

競
技
規
則
・
:
全
日
本
ス
キ

l
連
盟
競
技

規
則
に
準
ず
る
も
の
と
す
る
。
た
だ

し
、
こ
の
大
会
に
お
い
て
は
次

の
事

項
を
加
、
え
る
。
①
視
覚
障
害
者
の
競

技
に
つ
い
て
は
、
補
助
者
を
伴

っ
て

競
技
し
て
も
差
し
支
え
な
い
。
②
視

覚
障
害
者
お
よ
び
肢
体
不
自
由
者
の

競
技
内
容
は
、
申
告
タ
イ
ム
と
滑
走

タ
イ
ム
と
の
差
の
少
な
い
も
の
か
ら

順
位
を
決
定
す
る
。

申
込
方
法
・
・
・
所
定
の
申
込
書
に
よ
り
、

福
祉
課
へ
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
用

紙
は
同
課
に
あ
り
ま
す
。

申
込
期
限
:
・
二
月
一
日
樹
ま
で
で
す
。

年
賀
状
で

住
所
録
の
整
理
を

今
年
い
た
だ
い
た
年
賀
状
で
、
早
め

に
住
所
録
の
整
理
を
し
ま
し
ょ
う
。

差
出
人
の
郵
便
番
号
や
住
所
表
示
が

変
更
に
な
っ
て
い
る
も
の
、
住
所
が
移

転
に
な
っ
て
い
る
も
の
な
ど
は
、
こ
の

機
会
に
、
新
し
い
郵
便
番
号
や
住
所
を

住
所
録
に
控
、
え
て
お
く
と
便
利
で
す
。

な
お
、
住
所
録
に
記
入
す
る
場
合
は
、

町
名
・
丁
目
・
番
地
や
、
ア
パ
ー
ト
名
・

棟
番
号
・
室
番
号
な
ど
、
詳
し
く
正
確

に
-
記
入
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

特
に
、
お
子
さ
ん
や
同
属
・
下
宿
し

て
い
る
方
の
住
臨
叶
は
、
周
司
量
可
る
さ
t
u
t
u
れ

ーへ
l1iv
ザ
i
、
わ
れ
"

1日現在)

90) 


	昭55年01月01日0806号01
	昭55年01月01日0806号02
	昭55年01月01日0806号03
	昭55年01月01日0806号04
	昭55年01月01日0806号05
	昭55年01月01日0806号06
	昭55年01月01日0806号07
	昭55年01月01日0806号08
	昭55年01月01日0806号09
	昭55年01月01日0806号10
	昭55年01月16日0807号01
	昭55年01月16日0807号02
	昭55年01月16日0807号03
	昭55年01月16日0807号04
	昭55年01月16日0807号05
	昭55年01月16日0807号06
	昭55年02月01日0808号01
	昭55年02月01日0808号02
	昭55年02月01日0808号03
	昭55年02月01日0808号04
	昭55年02月01日0808号05
	昭55年02月01日0808号06
	昭55年02月01日0808号07
	昭55年02月01日0808号08
	昭55年02月16日0809号01
	昭55年02月16日0809号02
	昭55年02月16日0809号03
	昭55年02月16日0809号04
	昭55年02月16日0809号05
	昭55年02月16日0809号06
	昭55年02月16日0809号07
	昭55年02月16日0809号08
	昭55年03月01日0810号01
	昭55年03月01日0810号02
	昭55年03月01日0810号03
	昭55年03月01日0810号04
	昭55年03月01日0810号05
	昭55年03月01日0810号06
	昭55年03月01日0810号07
	昭55年03月01日0810号08
	昭55年03月16日0811号01
	昭55年03月16日0811号02
	昭55年03月16日0811号03
	昭55年03月16日0811号04
	昭55年03月16日0811号05
	昭55年03月16日0811号06
	昭55年03月16日0811号07
	昭55年03月16日0811号08
	昭55年03月16日0811号09
	昭55年03月16日0811号10
	昭55年03月16日0811号11
	昭55年03月16日0811号12
	昭55年03月16日0811号13
	昭55年03月16日0811号14
	昭55年03月16日0811号15
	昭55年03月16日0811号16
	昭55年04月01日0812号01
	昭55年04月01日0812号02
	昭55年04月01日0812号03
	昭55年04月01日0812号04
	昭55年04月01日0812号05
	昭55年04月01日0812号06
	昭55年04月01日0812号07
	昭55年04月01日0812号08
	昭55年04月01日0812号09
	昭55年04月01日0812号10
	昭55年04月01日0812号11
	昭55年04月01日0812号12
	昭55年04月16日0813号01
	昭55年04月16日0813号02
	昭55年04月16日0813号03
	昭55年04月16日0813号04
	昭55年04月16日0813号05
	昭55年04月16日0813号06
	昭55年04月16日0813号07
	昭55年04月16日0813号08
	昭55年04月16日0813号09
	昭55年04月16日0813号10
	昭55年04月16日0813号11
	昭55年04月16日0813号12
	昭55年04月16日0813号13
	昭55年04月16日0813号14
	昭55年05月01日0814号01
	昭55年05月01日0814号02
	昭55年05月01日0814号03
	昭55年05月01日0814号04
	昭55年05月01日0814号05
	昭55年05月01日0814号06
	昭55年05月01日0814号07
	昭55年05月01日0814号08
	昭55年05月01日0814号09
	昭55年05月01日0814号10
	昭55年05月01日0814号11
	昭55年05月01日0814号12
	昭55年05月01日0814号13
	昭55年05月01日0814号14
	昭55年05月01日0814号15
	昭55年05月01日0814号16
	昭55年05月16日0815号01
	昭55年05月16日0815号02
	昭55年05月16日0815号03
	昭55年05月16日0815号04
	昭55年05月16日0815号05
	昭55年05月16日0815号06
	昭55年05月16日0815号07
	昭55年05月16日0815号08
	昭55年05月16日0815号09
	昭55年05月16日0815号10
	昭55年05月24日号外01
	昭55年05月24日号外02
	昭55年05月24日号外03
	昭55年05月24日号外04
	昭55年06月01日0816号01
	昭55年06月01日0816号02
	昭55年06月01日0816号03
	昭55年06月01日0816号04
	昭55年06月01日0816号05
	昭55年06月01日0816号06
	昭55年06月01日0816号07
	昭55年06月01日0816号08
	昭55年06月01日0816号09
	昭55年06月01日0816号10
	昭55年06月01日0816号11
	昭55年06月01日0816号12
	昭55年06月01日0816号13
	昭55年06月01日0816号14
	昭55年06月16日0817号01
	昭55年06月16日0817号02
	昭55年06月16日0817号03
	昭55年06月16日0817号04
	昭55年06月16日0817号05
	昭55年06月16日0817号06
	昭55年06月16日0817号07
	昭55年06月16日0817号08
	昭55年06月16日0817号09
	昭55年06月16日0817号10
	昭55年06月16日0817号11
	昭55年06月16日0817号12
	昭55年07月01日0818号01
	昭55年07月01日0818号02
	昭55年07月01日0818号03
	昭55年07月01日0818号04
	昭55年07月01日0818号05
	昭55年07月01日0818号06
	昭55年07月01日0818号07
	昭55年07月01日0818号08
	昭55年07月01日0818号09
	昭55年07月01日0818号10
	昭55年07月01日0818号11
	昭55年07月01日0818号12
	昭55年07月16日0819号01
	昭55年07月16日0819号02
	昭55年07月16日0819号03
	昭55年07月16日0819号04
	昭55年07月16日0819号05
	昭55年07月16日0819号06
	昭55年07月16日0819号07
	昭55年07月16日0819号08
	昭55年07月16日0819号09
	昭55年07月16日0819号10
	昭55年07月16日0819号11
	昭55年07月16日0819号12
	昭55年07月16日0819号13
	昭55年07月16日0819号14
	昭55年08月01日0820号01
	昭55年08月01日0820号02
	昭55年08月01日0820号03
	昭55年08月01日0820号04
	昭55年08月01日0820号05
	昭55年08月01日0820号06
	昭55年08月01日0820号07
	昭55年08月01日0820号08
	昭55年08月01日0820号09
	昭55年08月01日0820号10
	昭55年08月01日0820号11
	昭55年08月01日0820号12
	昭55年08月16日0821号01
	昭55年08月16日0821号02
	昭55年08月16日0821号03
	昭55年08月16日0821号04
	昭55年08月16日0821号05
	昭55年08月16日0821号06
	昭55年08月16日0821号07
	昭55年08月16日0821号08
	昭55年09月01日0822号01
	昭55年09月01日0822号02
	昭55年09月01日0822号03
	昭55年09月01日0822号04
	昭55年09月01日0822号05
	昭55年09月01日0822号06
	昭55年09月01日0822号07
	昭55年09月01日0822号08
	昭55年09月01日0822号09
	昭55年09月01日0822号10
	昭55年09月16日0823号01
	昭55年09月16日0823号02
	昭55年09月16日0823号03
	昭55年09月16日0823号04
	昭55年09月16日0823号05
	昭55年09月16日0823号06
	昭55年09月16日0823号07
	昭55年09月16日0823号08
	昭55年09月16日0823号09
	昭55年09月16日0823号10
	昭55年09月16日0823号11
	昭55年09月16日0823号12
	昭55年09月24日号外01
	昭55年09月24日号外02
	昭55年09月24日号外03
	昭55年09月24日号外04
	昭55年10月01日0824号01
	昭55年10月01日0824号02
	昭55年10月01日0824号03
	昭55年10月01日0824号04
	昭55年10月01日0824号05
	昭55年10月01日0824号06
	昭55年10月01日0824号07
	昭55年10月01日0824号08
	昭55年10月01日0824号09
	昭55年10月01日0824号10
	昭55年10月01日0824号11
	昭55年10月01日0824号12
	昭55年10月16日0825号01
	昭55年10月16日0825号02
	昭55年10月16日0825号03
	昭55年10月16日0825号04
	昭55年10月16日0825号05
	昭55年10月16日0825号06
	昭55年10月16日0825号07
	昭55年10月16日0825号08
	昭55年10月16日0825号09
	昭55年10月16日0825号10
	昭55年10月16日0825号11
	昭55年10月16日0825号12
	昭55年11月01日0826号01
	昭55年11月01日0826号02
	昭55年11月01日0826号03
	昭55年11月01日0826号04
	昭55年11月01日0826号05
	昭55年11月01日0826号06
	昭55年11月01日0826号07
	昭55年11月01日0826号08
	昭55年11月16日0827号01
	昭55年11月16日0827号02
	昭55年11月16日0827号03
	昭55年11月16日0827号04
	昭55年11月16日0827号05
	昭55年11月16日0827号06
	昭55年11月16日0827号07
	昭55年11月16日0827号08
	昭55年11月16日0827号09
	昭55年11月16日0827号10
	昭55年11月16日0827号11
	昭55年11月16日0827号12
	昭55年11月16日0827号13
	昭55年11月16日0827号14
	昭55年12月01日0828号01
	昭55年12月01日0828号02
	昭55年12月01日0828号03
	昭55年12月01日0828号04
	昭55年12月01日0828号05
	昭55年12月01日0828号06
	昭55年12月01日0828号07
	昭55年12月01日0828号08
	昭55年12月01日0828号09
	昭55年12月01日0828号10
	昭55年12月16日0829号01
	昭55年12月16日0829号02
	昭55年12月16日0829号03
	昭55年12月16日0829号04
	昭55年12月16日0829号05
	昭55年12月16日0829号06
	昭55年12月16日0829号07
	昭55年12月16日0829号08
	昭55年12月16日0829号09
	昭55年12月16日0829号10
	昭55年12月16日0829号11
	昭55年12月16日0829号12

